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新規 に開発 された経ロキノロン系抗菌薬pazufloxacin(PZFX)に ついて産婦人科領域感染症に

対する臨床的検討を行い,以 下の結果 を得た。

子宮瘤 膿腫1例,卵 管炎2例,卵 管瘤膿腫1例,バ ル トリン腺膿瘍6例,子 宮頸管炎1例 の計)

11例 に対 し,PZFXを1回100mg～200m&1日2～3回 投与 し,ト リコモナス原虫(対 象外疾患)

による子宮頸管炎1例,及 び炎症所見が不明確 な卵管炎2例 を除 く8例 を臨床効果解析対象例 と

した。臨床効果 は全例で有効であった。細菌学的には7例 か ら6菌 種10株 が分離 され,9株 が消

失 し,菌 消失率 は90%で あった。副作用,臨 床検査値異常 については全例で認め られなかった。
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Pazufloxacin(PZFX)は,安 全性の高い薬剤開発 を目的

として,富 山化学工業株式会社 と株式会社 ミ ドリ十字 に

より共同開発が進め られている新規のキ ノロン系抗菌薬

である。その構造 中にはピリ ド[1,2,3-del[1,41ベ ン

ゾオキサ ジン環の10位 に1-ア ミノシクロプロピル基 を

有 している。本剤 は,グ ラム陽性 菌及 びPsmdomoms

aemginosaを 含む グラム陰性菌に対 して広範囲 な抗菌ス

ペクトルを有 し,強 い抗菌力を示す とい う特徴 を有 して

いる1)。

更 に,本 剤のヒ トでの体内動態 は,臨 床第1相 試験2)

によると,そ の200mgを 空腹時経 口投与 した時の血中濃

度が,投 与後0.58hで 最高2.98μg/mlを 示 し,半 減期

2.28hで あ り,吸 収が速やかで高い血中濃度を示す。

今回,著 者 らは産婦人科領域 における各種感染症 に対

するPZFXの 臨床 的有用性 を検討す る機会を得たので報

告する。

対象症例 は1992年7月 よ り1993年7月 までの13ヵ 月

間に大阪市立大学産科婦人科,及 び関連2施 設 において

感染症 と診断され治験 の同意の得 られた11例 で,年 齢

は21歳 ～59歳(平 均年齢41歳)で あった。

その内訳は,ト リコモナス原虫(対 象外疾患〉による子

宮頸管炎1例 と炎症所見が不明確 な卵管炎2例 を除 く8

例,即 ち,子 宮瘤膿腫1例,卵 管瘤膿腫1例,バ ル トリ

ン腺膿瘍6例 の計8例 が臨床効果解析対 象例 であった。

これ らの感 染症 の重 症 度 は 中等 症5例,重 症3例 で あ っ

た。

PZFXの 投 与 法 は,5例 に1回100mgを1日2回(1日

200mg),2例 に1回100mgを1日3回(1日300mg),1例 に1

回200mgを1日3回(1日600mg)を 食 前 あ るい は食後 に投

与 し,投 与 期 間 は5日 ～18日 間 で,そ の 総 投 与 量 は

1,000mg～10,800mg(平 均2,650mg)で あ っ た。

また,臨 床 効果 の判定 は主 要 自他 覚症 状 の改善 度,検

査 所見 の推 移 を もとに著 効,有 効,無 効 の3段 階 で行 っ

た。外科 的処 置 を加 えた症例 は改 善度 が著効 に相 当す る

場 合で も有効 と した。

Table1に 本 剤 投 与 症例 の年 齢,基 礎 疾患,診 断名,

分 離 菌,1日 投 与 量,投 与期 間,総 投与 量,細 菌学 的 効

果,臨 床 効 果 を,ま たTable2に お い て 臨床 検査 値 の変

動 を示 した。バ ル トリ ン腺 膿瘍 の6例 につ いて は,中 等

症3例,重 症3例 であ っ た。症 例1～5に つ い て は単 独 菌

感染 例 で,5～7日 間投 与 で治癒 した。症 例6に つ いて は

Prevotella bivia, Streptococcus agalactiae Corynebacterium

sp., Coagulase. negative staphylococci(CNS)の4菌 種 混 合

感 染 であ り,投 与 日数 は18日(総 投 与量10,800mg)を 要

した。症 例7は 子宮 瘤 膿 腫,症 例8は 卵 管 瘤 膿 腫 で,共

に中等 症例 で1回100mgを1日2～3回 投 与で1週 間以 内 に

治癒 した。

細 菌 学 的 には7例 か ら6菌 種10株 が 分離 され た。 単独
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Table 1. Clinical results of pazufloxacin treatment

*CNS: Coagulase -negative staphylococci

Table 2. Clinical laboratory findings

B: before A: after * Day 7
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菌感染 は6例 で,Escherichia coliが4例,Staphlococcus

aureusが2例 分離 された。

複数菌感染 は1例 で,P.bivia, S.agalactiae, Corynebac

terium sp.,CNSに よる感染 であ った。単独 菌感染 のE

coli(症例5)を 除 く全 ての菌 は消失 した。症例5のE.coli

については菌量の減少が確認 された。一方,安 全性 につ

いては,投 与 を行 った11例 全例 で本剤 に起因す る副作

用,及 び臨床検査値の異常変動 は認められなかった。

新 しい経 ロキノロン系抗菌薬PZFXは,広 範 な抗菌 ス

ペクトルと強い抗菌力 を有 し,女 性性器組織にもよく移

行する事 が報告 されている3/。今回,本 剤の産婦人科領

域感染症 に対する臨床効果 を検討 した。

解析対象例8例 に対 し,全 例有効であった。細菌学的

効果は,7例 か ら6菌 種10株 が分離 され,9株 が消失 した。

この成績は分離菌のMICが すべて≦0.025～12.5μg/mlの

範囲にあ り,臨 床第1相 試験 および女性性器組織移行結

果3)からも明 らかな ように,本 剤 の特徴である広い抗菌

スペク トル,高 い血中濃度お よび良好な組織移行が反映

したものと思 われる。

一般的に
,ニ ューキノロン薬の副作用は,神 経症状が

特徴的である。 しか しなが ら本剤では神経症状が認め ら

れず安全性の高い薬剤であ り,今 回の我々の臨床結果か

らも,副 作用や臨床検査値異常 は認め られなかった。

以上の結果か ら,PZFXは 産婦人科領域 における感染

症に対 し有用な薬剤 と思われる。
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Clinical studies of pazufloxacin in obstetrics and gynecology 
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We investigated the clinical effects of pazufloxacin (PZFX) , a newly developed oral quinolone agent, in 

the gynecological infectious diseases. 

PZFX was orally administered to 11 patients with Bartholin's abscess, pyosalpinx, salpingitis and 

cervicitis. 

Among these cases, 8 were evaluated as effective, 3 as unknown. (The efficacy rate was 100%.) 

Of the 3 cases, 1 case with cervicitis was excluded because of infection with Trichomonas. The 2 cases 

of salpingitis were excluded because of under unclar symptoms of infection. 

PZFX was effective for gynecological infectious disease. 

Bacteriologically 6 species, 10 strains were isolated from 7 patients. (The eradication rate was 90%.) 

No side effects were observed during the treatment.


